
 

   

地域で育まれた資源を活かした、自立を模索する地域の姿 

    学べることは山の様にある。 

 途上国の人々と一緒に考え、途上国の人々を支えていきた

い。共に学び合い、お互いを通して自分たちが持つ資源や課

題に気づく者でありたい。－NGO として開発途上国の現場で

働く時に、日本の農山村の暮らしから見えるものは、きっとそ

の土台になります。 

 

 

 

 奈川地区は、野麦峠に至る雪深い地域
です。 

 参加者は、奈川地区を流れる境川と奈
川の交わる地点、寄合渡（よりあいど）
集落を中心に、注意深く地域を観察し、
人々の声を聞き、地域の資源、課題を見
つけます。そして、発見した地域の資源、

課題を土台に地域の人々と議論する、地域の人々に教えてもら
う、そんな 3 日間を過ごします。 

 地域の人々にも参加してもらいワークショップを作り上げる
―これが本ワークショップの特色。参加者だけでなく開催地に
とっても有意義なワークショップと
なることを目指しているのです。 

 参加者にとっては、このワークシ
ョップでの経験が、開発途上国で現
地の人々と対話する際の“共通語”
となり、一緒にワークショップを作
り上げる他の参加者との交流が将来

も持続するネットワークの 1 つになることを期待しています。 

 

 

（写真は昨年、昨年度のワークショップの様子です。）

主催：(社)国際農林業協働協会・寄合渡元気ハツラツ研究所 
後援：農林水産省（予定）／長野県（予定） 

2008 年度 NGO 課題別国内ワークショップ 

場所：長野県松本市奈川地区 

●お問い合わせ先 

(社)国際農林業協働協会  TEL  03-5772-7880／FAX  03-5772-7680／URL  http://www.jaicaf.or.jp 

日程：2009 年 2 月 27 日（金）～3 月 1 日（日）＜2 泊 3 日＞ 



目  的：（１）日本の山村に在る資源、抱える課題を見つけ、地元の人々と議論することを

通じて、海外でのボランティア活動を行う上での知識・技術を習得する。 
     （２）「参加型開発」とは何かを考え、地域の人々との円滑なコミュニケーション

能力の向上を図る。 
 
参 加 費： 5,000 円（宿泊費込み）当日、受付にてお支払いいただきます。 
    ※集合・解散場所までの移動および初日の昼食は各自負担 
 
対 象 者： 農林業・農村開発に携わる NGO スタッフ および 
    ボランティア活動に関心を有する人 
 
定  員： 20 人（先着） 
 
宿 泊 先： 寄合渡集落内の旅館（下記 3 軒）に分宿 
    ※男女別の相部屋です。 
    ※宿の割り振りは現地で主催側が決定します。 
  ○ 亀屋旅館（松本市奈川 1322 TEL 0263-79-2657） 
  ○ 民宿亀遊館（松本市奈川 1320 TEL 0263-79-2652） 
  ○ 民宿四季（松本市奈川 989 TEL0263-79-2664） 
 
持 ち 物： 宿泊に必要な物（着替え、タオル、歯ブラシ等）、防寒着、滑りにくい靴、 
  雨具、筆記用具など 
  ＜雪深く寒い地域です。気候に対応できるようご準備下さい。＞ 
 
そ の 他： * ワークショップ前後のホームワーク、プログラムの詳細については、後日、参

加予定者に事務局よりご連絡します。 
  * 都合により参加できなくなった場合は、必ず担当者に連絡願います。 
  * 奈川地区では携帯電話がつながらない場合があります。 
 
問い合せ： 社団法人 国際農林業協働協会 業務第二部 西山亜希代 
   〒107-0032 東京都港区赤坂 8-10-39 赤坂 KSA ビル 3 階 
   TEL 03-5772-7880 FAX 03-5772-7680 E-MAIL deske@jaicaf.or.jp 
 
＜注意＞  奈川はソバの産地です。従ってプログラムにはソバを扱うものが含まれます。 
  アレルギーをお持ちの方は参加をご遠慮下さい。 
 

主  催： 社団法人 国際農林業協働協会（JAICAF）・寄合渡元気ハツラツ研究所 

後援（予定）： 農林水産省・長野県 

協力団体： 松本市奈川支所・名古屋大学国際開発研究科地域貢献特別支援事業・松本大学・

国連食糧農業機関（FAO）日本事務所・（特活）地球緑化センター・（特活）地域

国際活動研究センター・（財）オイスカ（予定）・（特活）日本国際ボランティアセンター 



プログラム（予定） 

 

日にち 時間 内容 

2/27(金) 

 

 

 

11:00 

 

12:00 

 

12:30 

13:15 

 

14:30 

 

16:00 

18:00 

19:00 

松本駅集合・借り上げバスにて奈川地区寄合渡へ 

車中にて昼食（各自持参）・オリエンテーション 

車中プログラム：農業改良普及員の仕事紹介 

        （長野県松本農業改良普及センター 松崎あけ美氏）

開会式（於 奈川地区公会堂） 

講義と散策：寄合渡を知る 

         （寄合渡元気ハツラツ研究所代表 菅原奈実恵氏）

講義：「寄合渡にぎわい！未来予想図プロジェクト」 

          （松本市役所奈川支所地域課主査 桜井正志氏）

体験：籠作り・わらじ作りなど 

グループ分け・振り返りと翌日の確認 

旅館へ移動後、夕食 

ファシリテーターをリーダーに参加者交流 

2/28(土) 08:00 

08:15 

 

09:00 

10:00 

 

14:00 

 

16:00 

 

 

 

17:00 

 

19:30 

22:00 

公会堂集合 プログラム確認等 

講義：地域開発を考える－奈川と A 町を事例として 

          （松本大学観光ホスピタリティ学科 白戸洋教授）

グループ毎に打合せ 

聞き書き学習 

  ＜班に分かれて実施＞ 

公会堂集合  

  メモ整理と情報交換 

講義：参加型農村地域開発を考える

－途上国と日本を結ぶ視点－ 

（名古屋大学大学院国際開発研究科 

西川芳昭教授） 

奈川ソバ（とうじそば）で集落の人々

と交流会 

発表準備・振り返り 

各旅館へ 

3/1(日) 

 

 

08:45 

09:00 

10:30 

 

11:30 

12:00 

12:30 

14:00 

公会堂集合 プログラム確認等 

公開発表会（グループ発表 各 20 分） 

全体質疑応答 

講評 

閉会式（修了証授与） 

昼食 

ＷＳの振り返り 

バスにて松本駅へ移動・駅にて解散 

とうじそば 



申 込： 

  １．参加申込書に記入し、申込先に FAX、メールあるいは郵送にてお送り下さい。 

  ２．参加申込を受け付けた方には、主催から連絡します。 

  ３．主催からの連絡をもって、受付完了となります。 

 ※申込書を送ったのに連絡がない場合は、必ず電話にてお問い合わせ下さい。 

申込先： 

  (社)国際農林業協働協会 業務第二部 西山亜希代 

   〒107-0032 東京都港区赤坂 8-10-39 赤坂 KSA ビル 3 階 

  TEL 03-5772-7880 FAX 03-5772-7680 E-MAIL deske@jaicaf.or.jp 
 

 

2008 年度 NGO 課題別国内ワークショップ参加申込書 

（ふりがな） 

氏 名 
 

性 別 男   女 年 齢  

現住所  

電話番号  E-mail  

緊急時連絡先  出身県  

職 業  所 属  

過去の海外経験 

国・期間・目的など 
 

参加動機・ 

研修への期待 
 

参加者リストを作成し、関係者全員で共有します。リストには、氏名、性別、年齢の他、所属

あるいは職業、出身県、過去の主な渡航先を掲載する予定です。 

下記事項の掲載の可否について、お尋ねします。 

過去の渡航先 可   不可 出身県 可   不可 

所属 可   不可 職業 可   不可 


